
10 Takamori.2011.411

Tow
n Inform

ant Report

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報
毎
月
24
日
は

「
地
デ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

高
森
町
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
新
隊
員
の
募
集
に
つ
い
て

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

　

３
月
４
日
に
「
平
成
22
年
度
自
衛
隊
入
隊

者
壮
行
会
」
が
役
場
庁
舎
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
入
隊
者
紹
介
の
あ
と
、
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
入
隊
者
が
力
強
く
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
入
隊
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
荒
牧
雅
大
さ
ん
（
上
色
見
・
前
原
）、

田
上
雅
弘
さ
ん
（
津
留
・
上
町
）、
宇
藤
洋

平
さ
ん
（
高
森
・
天
神
）、山
田
武
士
さ
ん
（
高

森
・
昭
和
）

　

２
０
１
１
年
7
月
24
日
に
現
在
視
聴
し
て

い
る
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
と
完
全
移
行
し
ま
す
。
こ
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
又
は

チ
ュ
ー
ナ
ー
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

ア
ン
テ
ナ
工
事
等
も
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

デ
ジ
サ
ポ
熊
本
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

　

高
森
町
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
高
森
町
地
域
の
安
全
・
安

心
に
む
け
た
取
り
組
み
に
御
協
力
を
い
た
だ

け
る
「
新
隊
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

隊
の
活
動
内
容
、
募
集
要
項
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

○
活
動
目
的　

高
森
町
住
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
と
普
及
の
徹
底
を
図
り
、
正
し
い
防

犯
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
各
種
犯
罪
か
ら

守
り
、
青
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
こ
と

に
寄
与
す
る
。

○
活
動
内
容　

高
森
地
区
・
色
見
地
区
・
草

部
地
区
・
野
尻
地
区
の
４
隊
に
よ
り
、
週

１
回
程
度
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
（
青
色

回
転
灯
搭
載
車
）
に
よ
り
、
主
に
小
中
学

生
の
下
校
時
間
帯
に
あ
わ
せ
、
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。

○
隊
員
数　

44
名
（
平
成
23
年
３
月
１
日
現

在
）

○
募
集
要
項　

高
森
町
民
の
中
で
、
防
犯
に

深
い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、
そ
の
職
務
の

遂
行
に
必
要
な
熱
意
と
能
力
を
有
す
る
者

（
未
成
年
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

○
任
期　

任
命
の
日
か
ら
２
年
間

○
申
込
期
限　

平
成
23
年
４
月
30
日
ま
で
に

事
務
局
（
総
務
課
総
務
係
内
）
へ
申
込
を

し
て
下
さ
い
。

○
そ
の
他　

隊
員
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

は
、
高
森
警
察
署
に
お
い
て
講
習
会
の
受

講
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
町
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
事
務
局

　

総
務
課
総
務
係
（
内
線
１
１
６
）

『
地
デ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。『
地
デ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の

皆
様
に
は
、
特
に
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
地

デ
ジ
準
備
の
お
声
掛
け
、
念
押
し
運
動
と
、

未
だ
地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
み
で
な
い
方
を

デ
ジ
サ
ポ
に
紹
介
し
て
頂
く
活
動
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
身
の
廻
り
の
方
で
ま
だ
地
デ

ジ
を
準
備
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
デ
ジ
サ
ポ
を
ご
紹
介
下
さ
い
。
毎
月

24
日
を
『
地
デ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
』
と

位
置
づ
け
、
県
内
全
域
で
地
デ
ジ
の
声
か
け

運
動
を
推
進
し
、
地
デ
ジ
難
民
（
ア
ナ
ロ
グ

終
了
後
に
地
デ
ジ
を
見
ら
れ
な
い
人
）
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

デ
ジ
サ
ポ
熊
本
（
総
務
省　

熊
本
県
テ
レ

ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
０
９
６-

３
１
２-

５
６
１
５ 

　

平
日　

９
時
～
18
時（
土・日・祝
日
除
く
）
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今
年
10
月
15
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
開
催

す
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
（
ふ
れ

愛
）
熊
本
」
の
総
合
開
会
式
（
熊
本
県
民
総

合
運
動
公
園
）
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
崇
城
大

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
（
ふ

れ
愛
）
熊
本
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　本町出身の佐伯浩美さんが、剣道八段に合格されま
した。
　現在、佐伯さんは宮崎県立高千穂高校の教員をされ
ております。平成 22年 11 月 27 日に東京武道館で行
われた剣道の昇段審査で全国各地から 930 人が挑戦
し、８人しか合格できなかった合格率 0.9％の超難関
を突破しました。３月６日には、国民休暇村で祝賀会
が開催され、親族や友人、町内外の剣道関係者で祝い
ました。おめでとうございます。

　2月22日、老人クラブふもと会（会長・加来拮雄さん）
が、ボランティア活動の一環として桜の植栽を行いま
した。
　当日は、同会から 15 名が参加して吉野桜 20 本、
山桜 15 本、山茶花４本を朋遊館周辺と野尻親水公園
に１本１本ていねいに植栽しました。今後は、維持管
理等も同会で行う予定です。美しい桜や山茶花が咲い
てくれることでしょう。

本町出身の佐伯浩美さんが
剣道最高位八段を拝受

ふもと会がボランティア
活動で桜の木を植栽 

老人クラブ・ふもと会

　

４
月
１
日
付
け
で
行
っ
た
町
職
員
の
人
事

異
動
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
敬
称
略
・

順
不
同
）。（　

）
は
旧
職
名

○
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

杉
田　

則
秋
（
総
務
課
長
補
佐
）

○
新
規
採
用

　

本
田　

忍
、
緒
方　

美
香
、
津
留　

一
勝
、

　

中
村　

如
、【
保
健
師
】
工
藤　

麻
美

○
退　
　

職
（
３
月
31
日
付
け
）

　

甲
斐　

末
久（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

　

後
藤　

秀
希（
住
民
福
祉
課
長
）

　

佐
伯　

実
範（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　

瀬
井
公
吉
郎（
建
設
課
長
）

　

緒
方　

光
代（
高
森
中
央
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
給
食
調
理
従
事
員
）

　

城
井　

若
生（
高
森
東
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
給
食
調
理
従
事
員
）

　

本
町
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
栗
焼
ケ

サ
ユ
さ
ん
（
野
尻
・
河
地
）
と
瀬
井
公
吉
郎

さ
ん
（
高
森
・
森
）
で
す
。
自
衛
官
志
望
者

へ
の
情
報
の
提
供
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん
（
℡
６
５-

０
５
７
４
）

　

瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
℡
６
２-

２
７
４
９
）

学
市
民
ホ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
、
熊

本
県
立
美
術
館
分
館　

等
）
で
、
全
国
か
ら

参
加
さ
れ
る
選
手
や
役
員
の
皆
様
、
会
場
に

来
場
さ
れ
る
皆
様
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
情
報
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
内
容

な
ど
、
詳
し
く
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切　
６
月
30
日
（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
５
７

自
衛
官
募
集
相
談
員

人
事
異
動
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

甲
斐　

都
紀
代
さ
ん
（
下
切
）
が
、

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
功

績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
甲
斐
さ
ん
は
、
２
０
１
０
年
世

界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
、
調
査
結

果
が
優
秀
で
、
農
林
水
産
統
計
調
査
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
努
力
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
表
彰
式
は
、
２
月
８
日
に
熊
本
県

庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官
の
な
し
た
不

起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ
と

を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11

人
の
検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
審
査
い
た
し
ま

す
。

　

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
更
に
詳

し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る
（
不
起
訴
不
当
）

と
か
、
起
訴
す
べ
き
事
件
で
あ
る
（
起
訴
相

当
）
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
検

察
官
は
送
付
さ
れ
た
議
決
書
を
参
考
に
し
て

事
件
を
起
訴
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
再
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
起
訴
相

当
の
議
決
に
対
し
て
検
察
官
が
起
訴
し
な
い

場
合
に
は
、
検
察
審
査
会
は
再
度
審
査
を
行

い
、そ
の
結
果
、起
訴
す
べ
き
と
の
議
決
（
起

訴
議
決
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
強
制
的
に
起

訴
の
手
続
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
立
は
無
料
で
、
審
査
会
議
は
非
公
開
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
３
か
月

間
、
全
国
で
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
１
年
の

う
ち
で
最
も
農
作
業
の
事
故
が
発
生
し
や
す

く
、
平
成
21
年
で
は
、
年
間
の
農
作
業
事
故

発
生
件
数
67
件
の
う
ち
25
件
が
こ
の
３
か
月

に
集
中
し
て
い
ま
す
（
37
％
）。

　

ま
た
、
平
成
21
年
で
は
、
67
件
の
農
作
業

事
故
の
う
ち
40
件
が
農
業
機
械
関
連
の
事
故

と
な
っ
て
お
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転

倒
、
草
刈
り
機
の
刃
へ
の
接
触
に
よ
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
く
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の
で
、
特
に
次
の

点
に
気
を
付
け
て
、
農
作
業
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

２
０
１
０
年　
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
功
績
者
表
彰

検
察
審
査
会
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ

２
０
１
１
年　
春
の
農
作
業
安

全
確
認
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

▲甲斐　都紀代さん（下切）

○
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操
作
方
法
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護
具
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

○
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に
く
い
な
ど

条
件
の
悪
い
場
合
は
、
無
理
に
運
転
作
業

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ
て
確
実
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ど
こ
で
作

業
を
し
て
い
る
か
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

３
月
19
日
（
土
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
植
樹
祭
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
が
甚

大
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

樹
木
の
植
栽
は
、
阿
蘇
森
林
組
合
の
方
々

に
よ
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

『
企
業
と
協
働
の
森
づ
く
り
』「
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ

の
森
た
か
も
り
」植
樹
祭
は
中
止
し
ま
し
た
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カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ
た
っ
て

は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布
に
よ
る
危
害
が

生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
農
業
技
術
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
３
８
１

　
畜
産
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
０
１

　

３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
か

ら
関
東
地
方
の
太
平
洋
岸
を
中
心
に
、
極

め
て
広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
高
森
町
で
は
、
被
災
地
に
対
し

て
必
要
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
、
町
内

５
箇
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

○
設
置
場
所　
役
場
庁
舎
内
正
面
玄
関
、

　

草
部
出
張
所
、
野
尻
出

　

張
所
（
休
日
等
閉
庁
日

　

は
除
く
）、
観
光
交
流

　
セ
ン
タ
ー
、
高
森
温
泉
館

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
鯉
の

ぼ
り
は
、
大
空
に
雄
々
と
泳
が
せ
た
い
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た

と
こ
ろ
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

○
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
時
、
倒
す

時
は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
場

合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず
に
、

当
社
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
営
業
所

　

℡
０
１
２
０-

９
８
６-

６
０
２

　

健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
４
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日　
思
春
期
の
う
つ
病

火
曜
日　
中
年
期
の
う
つ
病

水
曜
日　
老
年
期
の
う
つ
病

木
曜
日　
高
齢
者
と
口
腔
ケ
ア

金
曜
日　
今
年
の
花
粉
症

土
・
日
曜
日　
憑（
つ
）き
も
の
体
験
と

　
　
　
　
　
　

身
体
の
不
調

℡
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ
ツ
ー
ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に
ふ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
に

対
す
る
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す歌

詠
み

●
●
卯
月

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳
　
　
句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）

さ
ざ
波
の
光
か
が
や
く
春
の
川

阿
蘇
の
威
の
ほ
ぐ
れ
る
姿
春
の
雨

ゆ
っ
た
り
と
巡
る
風
車
や
阿
蘇
の
春

あ
ち
こ
ち
に
め
で
た
き
話
春
隣

盆
梅
を
育
て
余
生
を
紡
ぐ
日
々

独
り
居
の
声
ひ
そ
や
か
に
豆
を
撒
く

冴
返
る
阿
蘇
野
の
空
は
青
く
澄
み

リ
ハ
ビ
リ
の
辛
さ
や
わ
ら
ぐ
雛
飾
り

子
等
と
行
く
缶
拾
う
道
初
ひ
ば
り

こ
の
里
が
居
心
地
よ
し
と
沈
丁
花

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト　

サ
ク
ラ
サ
ク
日
に
ま
っ
し
ぐ
ら

渋
か
ね
ェ　

重
ィ
ば
か
り
の
募
金
箱

会
い
た
い
な
ァ　

同
級
会
も
と
ん
と
無
ァ

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト　

ビ
フ
テ
キ
で
励
ま
さ
す
母

渋
か
ね
ェ　

苔
の
盆
栽
誉
め
ち
ぎ
り

主
婦
の
勘　

チ
ャ
イ
ム
で
相
手
聞
き
分
く
る

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト　

う
っ
ち
ょ
か
る
る
と
ビ
リ
に
な
る

渋
か
ね
ェ　

森
繁
節
の
生
き
っ
と
る

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト　

母
も
鉢
巻
締
め
と
ら
す

主
婦
の
勘　

株
の
操
作
も
板
に
つ
き

会
い
た
い
な
ァ　

尺
鮎
の
魚
拓
が
欲
し
い

藤
本　

無
心

渡
辺　

雲
海

後
藤　

愛
子

桐
原　

白
酔

佐
藤
多
可
雄

後
藤　

信
子

市
原　

正
成

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

岡
本　

琴
司

浦
塚　

南
天

桐
原　
　

寿

林　
　

久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄　

泰
子

平
田
ル
リ
子

岩
下
ま
さ
子

松
岡　

典
子

馬
原　

要
子

岩
下　

扶
美

青
木
千
賀
子
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